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沖縄の海に潜って (2009.9)
右が筆者

沖縄合宿 (2009.9)
潜水科学クラブ

日本語の先生と2年ぶりの再会 (2010.3)
左から筆者、四方先生、筆者の妹

仲良くさせていただいた漢・胡ご夫妻と

演奏会にて（前列右端が筆者）

クラスメートのドイツ人デニーと

クラスメートの北朝鮮人と

経済学部の運動会にて

　私は中学校 3 年のクリスマスに日本

の神戸に来ました。父の職場が日本に

なったのが理由で、両親、私、妹の 4人

家族みんなが移住することになったの

です。出国 1ヶ月前に聞いた突然の話

だったので、急いで外語学院でひらがな

とカタカナを学びました。何の準備もし

ていない状態での外国生活は想像以上

に大変なものでした。

　ひらがなとカタカナを読めるだけで

は日本語を理解することはできないも

のですから漢字の勉強は日本語の勉強

において最初の難関でした。日本に住む

以上、日本語をマスターすべきだという

ことで、国際学校（英語で授業を行う学

校）でなく普通の日本の学校に入ること

にしました。日本は高校入試があるので

1 年間日本語を勉強するために中 2 の

3 学期から入りました。最初は“授業を

聴く”より“日本語を聴く”感じで、週に

何回かは授業時間にボランティアの日

本語の先生と日本語の勉強をしました。

　友達ができない状況の学校生活で唯

一の楽しみは部活でした。担当の先生に

勧められ吹奏楽部に入り、クラリネット

を吹くようになりました。言葉が分から

なくて何もできないと思っていた自分

が、自分の役割を果したと感じたときは

とても嬉しかったです。私の場合、韓国

でも部活をしていましたが週 1 回の趣

味活動のようなものでした。日本のよう

に体系的でやりがいのある、やる気を出

させる部活動が韓国にもあってほしい

と思います。

　徳島大学での部活動として潜水科学

クラブに入りました。スクーバダイビン

グをしているサークルです。私は高専か

らの 3 年次編入生なので正式な活動期

間は6ヶ月程しかありませんでしたが、

良い人たちに出会えたことやライセン

スが取れ、海に潜れたことなど、とても

楽しく有意義な時間でした。特に、沖縄

合宿で見れた青くて美しい海が印象に

残ります。一生忘れられない経験をした

と思います。

　私は現在 B1 研究室（寺田研究室）で

画像処理の基礎を学んでいます。来年は

大学院に進学し、勉強を続けたいと思っ

ています。中学生のときは今の私が全く

想像できなかったのですが、良い方向へ

進んで来たようで少しは安心していま

す。まだまだ日本生活が続きそうなので

これからも楽しんでいきたいと思いま

す。

　武漢での留学生活はとても刺激的なも

のでした。日々異文化に触れる機会があ

り、日本では想像もできなかった多くの

ことを体験させていただきました。特に

思い出に残っているのは、二胡の演奏会

に参加したことです。

　２００９年１１月から毎週日曜日に友

人とふたりでニ胡を習い始めました。１

１月は挨拶と二胡の購入で終わり、１２

月から二胡のレッスンを開始しました。

忘れもしない１２月１３日、初めての本

格的なレッスンで、先生が私たちにある

楽譜を渡し「クリスマスに演奏会がある

からこの曲を演奏して」とおっしゃった

のです。まだ二胡の弾き方でさえもわか

らない私たちは「あと１２日で曲を弾け

るようになるなんて無理！演奏会に出る

なんて無理！」とパニックになりました。

しかし、渡された当日のパンフレットに

は確かに友人と私の名前がありました。

更なる追い討ちは先生の「新聞社も呼ん

であるからね」の一言・・・。「逃げ場が

ない」と悟った私たちはその日から毎日

練習に励みました。曲はお正月によく歌

われる「新年好」、１６小節ほどの曲でし

た。「大丈夫、簡単だから！」の先生の応援

を受けて１２日間の毎日の特訓が始まり

ました。なんとか二胡を弾けるようにな

り、なんとか曲を覚えた私たちは、１２月

２５日の演奏会に臨みました。会場は「洪

山老年大学」、高齢者の方が楽器やダンス

を学ぶ場でした。６０歳以上の方と言え

ばちょうど、日中戦争を生き抜いた世代

です。歓迎されるのか、そのことも不安で

した。しかし、多くの方に温かく迎えられ

ました。大きな教室を改装した舞台は

思っていたよりも格式ばってなく、また

それも私たちを安心させてくれました。

　いよいよ私たちの出番を迎えました。

緊張しつつも先生や老年大学のニ胡の生

徒さんと一緒に合奏し、無事弾き終わっ

たと思ったら、先生がまた初めから弾き

始められたのです。と、同時にあるご老人

が颯爽と私たちの前に現れ、二胡の合奏

にあわせて歌い始められたのです。驚き

つつも演奏を続け、中国の方、しかもお年

を召した方との共同作業に感激した２回

目の演奏が終了しました。ほっと安心し

ていたら、また先生の主導で、３回目の演

奏が始まりました。３回目は、会場の生徒

さん・観客の皆さん総勢７０人ほどでの

大合唱でした。演奏しながら、思わず涙が

出そうになりました。会場いっぱいに響

く歌声を聞いて、会場の皆さんの心から

の歓迎を実感しました。演奏が終わり、先

生と、二胡の演奏者の方々と、独唱してく

れたおじいさまと握手をし、「謝謝！」と

心からの挨拶をして私たちの出番は終わ

りました。

　次の日の新聞には小さく「日中友好」と

書かれた記事がありました。撮影した写

真も長々と受けた取材の内容も省かれて

いましたが（余談ですが一緒に出演した

友人の名前も間違っていました）、当日の

多くの人とのふれあいを思い返し、この

演奏会が貴重な体験であったことを再確

認しました。

　この演奏会以外にも、武漢に留学して

日本では想像もできなかったことを多く

体験させていただきました。言語を習得

するには１０ヶ月では足りませんでした

が、武漢での生活から得たあらゆるもの

が今の私にとっては本当にかけがえのな

いものです。家族を含め、留学に関してお

世話になった全ての人々に感謝していま

す。
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